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「中央合同庁舎第6号館赤レンガ棟」の保存改修について

東京大学名誉教授

TEコ IRO MURAMATSU

村松 貞次郎
〒263千葉市稲毛区黒砂349
TEL D43-2418621

「中央合同庁舎第 6号館赤レンガ棟」

と、いかにもお役所らしい無粋な名を冠

されたが、もとの法務省 (旧司法省)本

館。霞が関にただ一つ残つた明治の赤レ

ンガ。その華麗な容姿は女王と呼ぶにふ

さわしい。明治28年の竣工だから99歳、

自寿の女王である。

その老女が保存改修工事を終えて平成

6年 3月 l日 建設省から法務省に引き渡

され、国会議事堂・最高裁半」所と並ぶ三

権を代表する建物としてライトアツプも

されるようになつた。

霞が関の女王の経歴

この旧司法省の建築は明治の官庁集中

計画で実現した裁判所・海軍省・司法省

の三建築のうち唯一つ生き残つたもので

ある。

明治19年、政府は不平等条約の改正と

国会開設を射程において近代国家の体面

を整えようと、日比谷を中心とする‖士大

なスケールの宮庁集中計画を構想して、

それを実施する内閣直属の臨時建築局を

設置、丼上馨が総裁に就任した。その都

市計画と主要官庁建築の設計はベルリン

のエンデ及びベックマンの共同建築事務

所に任された。

実現すればオースマンのパリ大改造計

画にも匹敵する大言1画だつたが、やはり

国力が伴わなかつた。条約の改正も失敗

し、黄を負つた丼上は外相とともに臨時

建築局総裁も辞任し、局そのものも明治

23年には廃止されてしまった。ベックマ

ンの勧告によつてドイツに派遣されてい

た日本人建築技師や職工たちも呼び帰さ

れ、エンデ・ベックマン事務所との契約

も明治21年に解約された。西欧化・近代

化にはやっていた明治政府の果なくも IL

大な夢だつた。

しかし、前記 3建築のうち裁半J所と司

法省だけは、エンデ・ベックマン事務所

の設計で建てられることになり、裁判所

を妻木頼黄、司法省を河合浩蔵が、その

実施設計と現場監理を担当した。ともに

臨時建築局からドイツヘ派遣された技師

で、ドイツの建築様式や技術導入の契機

となった。

なお臨時建築局は廃局後、内務省土木

写真提供 :三輪晃久写真研究所
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局で僅かに余命を保つていたが、明治36

年大蔵大臣宮房建築課として復活、妻木

頼黄のもとで宮庁営繕の源流を形成する

ようになつた。したがつて、唯一つ残つ

たこの旧司法省の建築は、今日の建設省

営繕からすれば、かけがえのない先祖の

遺作。本家本元の貴重なモニュメントで、

赤レンガの最高裁が昭和49年 に保存の声

もなく取りされた後を承けて、何として

でも保存改修に頑張らねばならなかつた

のである。

この建物は明治21年着工、同28年 12月

に完成した。鉄材で補強されたレンガ造

3階建てで、建築面積約 3,400 Ti、 様式

はドイツ・ネオルネッサンスに北方系の

ネオバロックが加味されたもの。巨型の

平面を持ち、正面向かつて左 (濠倶」)の

翼部が司法大臣官邸、右が事務部門、中

央部が会議室という今日ではめずらしい

職住一致の役所建築で、そのため玄関車

寄せが左右に付いている。初代の司法大

臣は長洲出身の陸軍中将・山田顕義、当

初工費は裁判所の120万円に対して40万

円というきびしさで、河合浩蔵を苦しめ

た。工事途中の明治24年に濃尾大地震が

あつた。河合は同じ工部大学校明治15年

(第 4回 )卒の機械工学者丼口在屋と現

地を視察、鉄材の補充その他の耐震措置

をとつた。今回の工事でもその涙ぐまし

いほどの努力の痕を見ることができた。

これによってか、この建物は関東大震災

によく耐えた。

だが、昭和20年 3月の空襲によつて、

この建物は屋根と内部を完全に焼失した。

昭和23年から復旧工事が行われたが、東

京駅と同じようにそれはあくまで仮の姿

だつた (この点、今回の保存改修工事は、

東京駅修復のよき先lalに なろう)。

政府はこの建物の保存再利用を考え昭

和57年度から再度にわたって構造耐力の

調査と保存活用の予備調査を行い、再利

用のめどをつけ、平成 3年 11月 から保存

改修に着手、平成 6年 7月 に竣工し、霞

が関の赤レンガの女王は昔日の容姿をと

り戻した。設計は建設大臣宮房宮庁営繕

部建築課、施工は大成建設を幹事とする

共同企業体。私は保存活用予備調査委員

会の委員長を勤めたためか、設計監修の

役を負わされた。エンデ・ベックマンの

研究で著名な昭和女子大の堀内正昭助教

授も同じ立場で私を助けて下さつた。

保 存・復 原・改修 に対する私 備 考え

復原改修では、外観を可能な限り忠実

に当初に復原した。僅かに残された図面、

写真に拠りながらも、それらで確定でき

ぬところはエンデ・ベックマンの作風や

河合浩蔵の作品を参考にした。だが、当

時さしも強大を誇つたエンデ・ベックマ

ン事務所の作品も、三度の大戦の戦禍に

よつて現存するものは殆んどなく、河含

の作品も明治37年の神戸地裁があつたが、

これも戦災を受けてファサードだけの復

原という心細いものだつた。

外観の復原でとくに苦労したのは天然

スレー Sの葺き方。図面はない。写真で

は屋根が自くとんでいて葺き方を識別す

ることは不可能だつた。厄介なことに工

ンデ・ベックマンのスレート葺きは、同

じ屋根面でも棟から軒へ縞状に葺き方を

変え、ときにはピンク色のスレートも混

えようという複雑さ。結局これも決断以

外になかつた。見t/1り 発車である。鱗

(うるこ)書き、菱葺き、一文字葺きを

混用した。心底には “あれが鱗、その下

が一文字"などと学生の教材に、という

不遅な教師根性がなかったとは言い切れ

ない。いかめしい官庁街にピンクのスレ

ートも、と真面目に考えたこともある。

改修工事の大要は、現存するレンガ躯

体を構造 //Sと してそのまま利用し、 2
階・ 3階および小屋裏にRCス ラブを
新設して構造補強をした。そのため文化

財指定を受けない保存建築として初のレ

ンガ造の構造評定を受けることができた。

復原は先にもる、れたように外観を主と

し、屋根や尖塔を鉄骨造で復原し、撤去

されていた軒蛇腹と外壁の一部もレンガ

とPC擬石で復原した。またバルコニー
の夕J柱 (今回は中国産花商岩を韓国で加

工)や外部建具も倉」建時に復した。内部
は全体として近代的な仕上げで法務総合

研修所および法務図書館としての新しい

用途に適うようにしたが、 3階の旧司法
大臣官邸の大食堂だけは、創建時の荘重

なインテリアに完全復原することにした。

もつともこれは、ただ一枚の自黒写真だ

けが頼り。この工事は来年 6月完成予定。

屋上の棟飾りや尖塔の複雑 /・I曲面や飾

り金具など、まともな図面や写真がない

限り、どうしても推定し決断しなければ

ならなかつた。保存・復原 。と言つても、

これは倉」造だということを改めて痛感じ

た。大食堂に至つてはその極限で、たと

えば、ぼんやりした自黒写真 l枚をたよ

りに、内装材の樹種を議論した。思いあ

まって、円高を利用して 日東ドイツ辺り

から設計事務所と輩下の職人たちを買つ

てきたらどうか。エンデ・ベックマンヘ

の返ネしにもなる、などと口走つたことも

ある。

また、とくに私が注意した点は、外観

レンガ壁体などを、やたらにきれいに洗

い立てぬことだつた。老人には老人の貌

こそるヽさわしい。妙齢の美女になつたら

化け物だ、と考えたからである。

将来のメンテナンスを考えて、小屋は

本造を鉄骨に、棟飾りはアルミ鋳物に、

などと新しい材料と構造に変更した。そ

の限界が問題で、復原は限りなくコピー

に接近する。どこで踏みとどまるかが、

倉」造の創造たるゆえん。石頭の原則論は

通用しない。外部窓建具を本造からアル

ミに替えた辺りがその限界かな、と考え

ている。

褒められる点があれば建設省営繕の設

計者たちと、それに協力した業者のお手

柄、lLられるところがあれば、すべて私

の責任と、今は開き直つている。
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建設省宮庁営繕部監督課長

MASAYA SEGA17・lA

瀬川 昌弥
東京都千代田区霞が関2卜 3
TEL 03 3580 4311(代表 )

「中央合同庁舎第6号館赤レンガ
棟」の復原・改修工事に当たつて

はじめに

8月 ;日、ドイツ建築独特の重厚さと、

外壁の赤レンガの美しさから「霞が関の

女王」とも言われた赤レンガ棟の引渡し

が建設省から法務省に行われた。約 3年

半の工事が無事終了し、引き渡されたこ

とに或る種の感慨を覚えるのを禁するこ

とができなかつた。

新築された建物の31き渡しには感じら

れない特別な感慨を覚えたのは、工事の

難しさの他に次のような歴史的事情も大

きく影響しているものと思う。

倉」建時の経緯

この赤レンガ棟は旧司法省の建物とし

て、明治21年 10月 に完成した、霞が関の

宮庁建築としては最も古い建物である。

この設計者はベルリンに事務所を構え、

鉄血宰相ビスマルクの建築顧

間であったヘルマンエンデと

ウィルヘルムベックマンであ

る。この二人は当時の外務大

臣であり臨時建築局の総裁で

もあった丼上馨に招聘され、

中央宮衝集中言1画の立案と、

国会議事堂、司法省並びに東

京裁判所 (大審院)の設計を

行つている。

この当時は、列強諸国と呼

ばれた不平等条約改正の動き

が盛んとなり、この交渉を後

押しする意味でも日本の近代

化が急がれ、その象徴として

建物の洋風化が求められてい

た。

このトツプバッターとして

赤レンガ棟は、皇居の正門で

あつた桜田門の脇に建設され、

これに隣接して東京裁判所が

翌29年に完成している。

これらの建物は工事中に濃

美地震が発生しそれ以前に建

築されたレンガ造の建物が大きな被害を

受けたことを教訓として、色々と鉄骨で

補強したことが記録として残されている。

この故もあつて、大正 12年 9月の関東大

地震においても殆ど被害を受けなかった

が、昭和20年 3月の東京大空襲によつて

レンガ壁と一部の耐火床を除き、全焼し

てしまった。その後、昭和23年から25年

にかけて、資材の乏しい中、復旧工事が

行われたが、ドイツネオバロック様式を

象徴する屋根も大巾に形状が変わり、バ

ルコニーの円柱も取り払われるなど倉」建

当時とは程遠いものととなつてしまった。

しかし、最高裁半」所の移転に伴い、旧大

審院も取り壊され、霞が関における明治

期の唯一のものとなつていた。

保存の動き

昭和51年、建築審議会において「中央

官衝 (霞が関団地)整備計画の基本方
針Jが答申され、その中において既存施

設の存廃については機能的利用価値のみ

ならず、文化的価値を含めて慎重な検討

を行うこととされた。 これを受けて、
昭和57年、梅村魁・東大名誉教授を委員

長とした現状調査に始まり、昭和62年

村松貞次郎 。東大名誉教授 (現 (財)博

物館明治村館長)他学識経験者による保

存改修予備調査、本調査と31き継がれた。

復原 。改修正事の内容

今回の改修工事は①外観については101R

力倉」建時の姿に戻す。0内部は、新たに

入居する法務総合研究所並びに法務図書

館の機能が十分果たせるよう、構造的に

も機能的にも配慮したものとするよう行

われた。

しかし、倉」建時の資料も殆んど焼失し

てしまい、数枚の写真やスケッチ程度の

図面を元に、手探りの状態での工事であ

つた。この為同時代の建物を参考とした

り、以前の工事関係者を訪ねたりの繰り

写真提供 :三輪晃久写真研究所
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大成建設仰 所長 (中央含同庁舎第 6号館赤レンガ棟保存改修工事 )
MASAK NO∪ E

井上 正樹
東京都新宿区西新宿 1251(新 宿センタービル )
TEL 03 3348‖ ||(代 表 )

返しであつた。それでも結局判らない部

分については想定で復原している。

お :わりに

赤レンガ棟は竣工して約 100年、その

後50年で東京大空襲に遭遇している。こ

の建物は不思議に50年毎に蘇えるようで

ある。そのB寺々において、改修して使用

するのか、解体してしまうのか、熱い議

論があつたであろうことは想像に難くな

い。これらを乗り越える力は、倉J建時の

技術者のエネルギーがまだ残つていて私

達に訴えかけるからに違いないと思う。

今回の改修では、倉J建時並びに昭和の復

日時の技術者の努力を極力残すという平

成の技術者のエネルギーも注ぎ込まれた

と思う。

この赤レンガ棟が末永く、霞が関の歴

史を語り伝えてくれることに期待したい。

赤レンガ棟保存改修工事竣工

に当たつて

はじめに

今から3年半前「今度の工事はレンガ

造の復原改修という大変難しい工事を担

当してもらう」と、上司から言われた時|よ

神が私に与えた人生の試練と感じました。

明治建築、レンガ造、エンデ&ベックマ

ン等に興味を持ち、様々な文献に触れ、

新な感動を感じました。当社の礎を築い

た大先輩の方々が昭和に改修した建物を

平成の改修で引継ぐという身に余る思い

と、責任の重大さに身震いを覚えました。

調査 ][事

先ずこれまでの保存改修事例の文献収

集と、現場見学をしました。「明治建築

の窓は木製建具で、同一の窓でも微妙に

寸法が違うので、実測調査が大事だよJ

と言われた事を強烈に覚えています。な

ぜだろう? 外壁と石を積んで lヶ所ず
つ寸法を当つて製作したからなんだ。

レンガ壁の実測調査をしてみると、通

り芯という考え方でなく、レンガの壁厚

と内法寸法で構成されている事が分かり

ました。基礎地中梁の形は分かつている

が、寸法が不明なので、外恨」に深礎を掘

り、コア抜きして巾と材質が判明しまし

た。屋根裏部屋に初めて上った時、ポー

ルトレンガ床の上にしのび足で恐る恐る

歩いた事を思い出します。その後載荷試

験したら、通常のRC床 と同程度の強度
があるのに驚かされました。内部の構造

体レンガは漆喰モルタルロ地で積まれ、

外壁の表面には中空の化粧レンガをセメ

ントの効いた目地で積まれていました。

漆喰目地は爪で傷が付く位弱く、本当に

大丈夫か肌で不安を感じ建設省と相談の

上、岡田恒男 。東京大学教授を座長とす

写真提供 :三輪晃久写真研究所
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株式会社 川島織物
代表取締役社長

sHouo MINAMI

南 荘 郎
京都市上京区堀川一条上ル堅富田町432
TEL 075 431-78Bl
FAX 075-4:41741

延暦 3年 (784年 )に、奈良は平城京
より長岡京へ都を移し、その又10年後、

延暦 18年に桓武天皇によつて、京都に都

が移されました。そして平安京建都の年

より今日迄、実に1200年 もの時代が流れ

ております。

中国の都である洛陽や長安を模範にし

て建てられた都には、こ承知の通り、そ

の思想にもとづいた計画的な立地が成さ

れております。又、京都は盆地であるゆ

えに、夏の暑さや冬の寒さは共に厳しい

反面、春や秋には美しく鮮やかな景色を

ひろげるのであります。

大陸から流れ来る文化も、四季が移り

ゆく毎に全く違つた美しさをみせるこの

都独特の感性により京都独自のものとな

つて開花致しました。そして、政治・文

化における長い歴史を経た今日も、その

伝統はしっかりと患づいております。

明治期においては、西陣織や陶芸など

の伝統産業へ力が注がれ、又、多くの博

覧会を催して都の再生に努め、明治28年

に平安遷都l100年の催しを開く運びとな

りました。現在、京都三大祭りの一つと

される、「日寺代祭」などは、この年に市

民の手により始められた行事であります。

そして本年、平安建都 1200年記念事業

が、大きく展開されております。この年

が、長きにわたる京都の歴史と進取の精

神により、更なる大きな歩みを残すこと

を期待いたしております。

さてこの度、この平安建都 1200年の記

念事業の一環として、また、平成 5年の

川島織物倉」業150周年として製織された

「平成悲母観音像Jを、ここにこ披露す

る運びとなりました。

この展覧会「甦る世界・悲母観音像」

展は、その「平成悲母観音」を展覧し、

また、その作品の基となつた狩野芳崖画

「悲母観音像J(1838年 )、 及び平安遷都

1]00年の記念事業として織製された、二

代川島甚兵衛作 「明治悲母観音像 J

(1895年 )の諸史料も、併せて展示する

事によつて、19・ 20世紀、二つの世紀末

に描かれ、織られた「悲母観音像Jの表
綴れ織り「平成悲母観音像J

―=6-
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る構造実験検討委員会方式で、解体予定

の壁を利用したレンガ壁実大実験が行わ

れました。その結果、昔調査した強度の

約半分しかなかつたということが分かり

ました。

構造補強

先ずこの赤レンガが関東大震災でなぜ

倒壊しなかつたか、てい練鉄工法という

鉄の帯の交点の丸鋼とで全てのレンガ壁

内に補強されているからと、分かりまし

た。構造実験の結果より振動解析をして

壁量の足りない所にRCの壁を背負わせ
たり、大型の四隅の部屋には、RCの
柱・梁を現存するレンガ壁を吹き込んで

壁に食い込ませて補強しました。岡田教

授のお話によりますと、小断面であつて

も、地震時にレンガが外に突き出されて

しまうのを拘束できるということです。

床は日Cに し、周囲のレンガ壁にはモル

タルアンカーで鉄筋を定着させ、岡」性を

高めました。

工事 中の構造補 強、地 震の 時には

肝を冷やした

工事中の構造補強をどうするか現場マ

ンにとつて一番の問題でした。新しく仮

設の補強材を入れることは重病人をメス

で切り裂くようなものです。そこで現存

していた木梁とか鉄骨梁を平面的に有効

に残したまま、周りの解体・躯体工事を

進めていけばよいのではないか。廊下や

小部屋はボールトレンガ床が地震に相当

抵抗してくれます。一番問題になる大部

屋、両倶Jの部屋を先行解体し、コンクリ

ートを打設し、剛性が保たれた後に大部

屋の解体に入りました。立体的にも屋上

階に、昭和の改修で補強した鉄骨が入つ

ていましたので、 3階の床を打設するま
で壊さないということを基本方針としま

した。レンガ壁の頂点に昭和の改修で打

設された臥梁コンクリートが頼もしく思

えました。必要な所だけ最小限解1/1する

という方針で行いました。そうすること

によつて平面的な補強と立体的な補強と

で、工事中の地震対策を行いました。震

度 4の地震を工事中に、 3・ 4回経験し

ましたが、地震よ治まってくれと、祈る

気持ちでした。日階のコンクリートを打

設して、やつとほつとしたのが偽ざる心

境でした。

設計監修

倉」建時の図面は24枚ありました。詳細

な図面は殆どありませんでした。外観写

真も全体のはありましたが、詳細を決め

ていくには役に立ちそうにありません。

誰が「ヨシ、コレデイコウ」と言えるの

でしょうか。建設省も企業体も大成建設

設計部も結論出せないでいました。そこ

で村松貞次郎 。東京大学名誉教授、堀内

正昭 。昭和女子大学助教授に設計監修を

お願いしました。

屋根復原

天然スレートの葺き方、 l枚の大きさ
は倉」建時どうだつたのか、設計監修で関

係者が大きな虫メガネで竣工時の写真を

それこそ穴のあくほど見たものでした。

飾り金物の規模はこの様に見えるとスケ

ッチを始めました。何度も見ていると、

そのスケツチの様に見えてくるから不思

議です。まるで、明治時代が語りかけて

くれているような気がしました。

昭和の改修の先輩の撮つた―
~5真
か

ら復原

昭和の改修を行つた建設省、大成建設

の先輩と私ども平成の関係者とで懇談会

を持ちましたが、写真が趣味であつた前

大成建設の比田丼団象様が10数枚の写真

を持つて来られました。その内の l枚に、

飾り金物がアップで写つていました。涙

が出るほどの戦慄を覚えたものでした。

本当にこの写真が無かつたら、あの形の

飾り金物は出現しなかつたと改めて感謝

の気持ちでいつぱいです。

外壁復原

エンタシスの柱形の石、一文字の小叩

き仕上げ。現在日本でやれる人は70才代

の現役を引退した方で、道具を磨いてば

かりでちつとも進みません。そこで今回

は中国産の石を韓国で加工しました。昔

はダボ筋のみで固定されていたものを、

今回は中心に穴をあけPC鋼棒を入れて
アンボンドエ法で緊張しました。「保存

改修は何でもかんでも昔通りすることは

ない。現代の技術を使つてもいいんだJ

と、村松先生に教えていただきました。

昭和の改修で高さを 2メートル低くして

ありましたが、中央部には軒蛇腹が残つ

ていました。この残つている石を樹脂型

枠で取つて、オリジナルな形を鋼製型枠

で作りました。今回は予算の関係で、

PC擬石でやるという設計になっていま
した。余り複雑な形を作ると脱型できな

いので、数個のピースに分けました。そ

うするとボルトで結合する作業が出てき

ます。ボルトの位置が少しでもずれると

石に見えなくなつてしまいます。凄い精

度が要求されるんです。PC用の 3次元、
4次元の型枠を鉄で作る。それを作つた

会社ではカレンダーの裏に図画を書いて

いたのです。不思議でした。カレンダー

の裏の図面からこれだけ精度の高いもの

が良くできるなあ―と。

大臣食堂の復原

内部の写真で唯―残された大臣食堂、

天丼が一部しか見えていません。それを

どう設言1していくか、設計監修の関係者

がよってたかつて設計コンペみたいなも

のをやつて決つたのが、今の図面です。

この部屋は平成 7年 5月末竣工予定で、

現在工事中です。

おわりに

44ケ 月にわたつて 1人の重大災害も無

く、無事に竣工できたことは、従事した

作業員ひとり l人が、赤レンガの歴史の

重みを感じ、それぞれに一生の思い出が

残る仕事と励んでくれたたまものと深く

感謝しています。
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現上の差異を考究していこうとするもの

であります。

明治期日本画壇の巨匠 。日本近代絵画

の祖として知られる狩野芳崖は明治維新

以降の急速な、国際イヒ・西洋化が著しい

日本において、絵画もまた、これまでの

技法に影響を与えるであろう西洋画に対

し、さまざまな激しい論議を行つており

ました。そのような中で、芳崖はアーネ

スト・フェノロサ、岡倉天心、橋本雅邦

らと日本画復興革新運_Ollに活躍し、西洋

画法を取り入れ乍ら、雄勁な筆法と、動

的な表現で生気あるヽれる作品を作り出し、

明治2]年 (1888年 )「悲母観音像」を完

成させたのであります。

明治20年、ヨーロツパに渡り、フラン

スのゴブラン織りを研究した二代川島甚

兵衛は、「西洋の織技を凌駕するのは、

器用な日本人の指技に徹する綴れ織りし

かない。」と、思い立ちました。彼も同

じく、天心率いる日本画復興革新運動に

深く共鳴し、狩野芳崖の最高傑作 「悲母

観音」を長い期間をかけて綴れ織りに仕

立て上げました。この作品は、前述の通

り平安遷都1100年記念事業として推進さ

れ、我が国の国威発揚の作品として制作

されたものであります。又それは、明治

28年の内国勧業博覧会に、工芸美術の精

華として出陳され、妙技―等賞を受賞、

御臨幸の明治天皇により、その場でお買

い上げの栄を賜りました。高さ246om/

幅 1 02omの 、その綴れの組成は、寸間

(3 03cm四 方)縦糸60本/横糸150越を
数える、最も密度の高い組織でありまし

て、現在は東京国立博物館に御物として

所蔵されております。

以来100年、平安建都1200年を迎える

にあたり、それを記念して、この度現代

の技芸の粋を尽くして製織された「平成

悲母観音像」は、それらの魂を甦らせよ

うとするものであります。また、日本人

の感性の転形期とも言うべきこの時代に

相応しく、二代川島甚兵衛の <技 >と魂

に立ち返り、もう一度 「手Jの原点を見

直す試みでもあります。

「明治悲母観音像」綴れ織り試織片 (川島織物文化館所蔵)

明治期に製作されたものと、平成の今

日、ここに製織されたものとを共に、同

時に展覧しうるのならば更に興味深いも

のがあると思いますが、今回は、これは

明治のものの織り下絵等により比較して

頂くより仕方がありません。

伝統的な綴れ織り技法につていはほと

んど差異はありませんが、原画を基とし

ての「織」での表現は、明治と平成の間

に相当異なるところがあります。このこ

とは私共にとって意味深いものでありま

すが、同時に一越、一越心を込めて織り

上げられた「平成悲母観音像Jから得ら

れる精神性を、皆様がどの様にお汲み頂

けるかが、私どもにとつて更なる関心事

であります。

19世紀末の、大作における優れた精神

と技術力を経て、いかに、20世紀末/平

成の綴れ織り「平成悲母観音像Jが倉」生

されたかを辿りながら、今後我が国の

「織」の在り方を永遠に考究していくも

のであります。
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建築設計尿

ISAMU YOS¬ IDA

吉田 イサム
建築家吉田イサム事務所 所長

仙台市青葉区国見ケ丘31610
TEL 022-279705;
FAX 022 279 7066

古くからの生活行事に、すたれること

のないものに墓参りがある。お盆が近づ

いて来ると、日頃こ先祖も、亡くなった

親ですら忘れられていたのが思い出され

る。何としても墓参りだけはと、急に親

思いのいい子になつてしまう。しかし、

墓地はいい気持ちはしない。どちらを見

渡しても同じ形の墓標、しかも同じ黒み

かげにせまい一坪をやたら、透垣までま

わして立派に見せようとする。もう子供

には世話になるまいと、生きている内に

自らの墓石を建立する人も多い。表面に

赤い名前が入つているのがそれだ。最近

はどちらのお寺さんも、墓地を改変して

いる。近ころの都市計画街路を通す様に

F≒・デ:
°
、
“
′:ヽ

真直ぐ十文字にした様な道路をつけ、整

理するや、たちまち墓地は 2倍くらいも

ふくれ上り、宅地を売り出すのと同じ様

に lコ マいくらで、お寺も檀家総代も皮

算用する。さて、それで何をするか。門

を改築、本堂までも手をかけたいのだが

墓地の売去口分では間に合わない。買つた

人にまたしわ寄せが来る。“御寄附願い

ます"だ。
このあたりの話を家内の実家から聞か

される、だが一一 。

年一度の墓参りの折、丁度墓地を改変し

ようとしている所だつたので、思い切つ

て住職に言つてみた。

“墓地の数をふやすのもいいが是非ここ

に来てお参りしてよかつたと思う雰囲気

が作れませんかねえ "、 墓参りも表面は

先祖の供養、一年一度のお迎え、と言葉

はいいが、実は殆ど義理で来ている様な

もので、線香をあげると、足早やに帰つ

て行く、おそなえの菓子も下げて食べる

所、ゆつくり腰を落ちつけ、本々を眺め

ながら、亡くなつた人の思い出が語れる

余裕などあればよいのに、と住職に話し

かけると、光つた頭をなでながら “その

通りじゃ"と言つてくれた。“じゃあ、

墓地を増やすのを止めて、休み所、あづ

まやをつくり、休憩出来る様に、そこに

は椅子に座つて向うを見れば住職の暖い

言葉などきざみ込んだ碑などあれば有り

がたいことでしょう"――

至J頭私はここに小さな休所を設計する

ことになつた。800の檀家が胸のうちで

願つていたものを一―。

で1蜆
〔11尋illII〕
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建築家

TOSH10 HONMA

本間 利雄
榊本間利雄設計事務所 ft表取締役
山形県小自川町41312
TEL D236 41 77‖ (代 )

交流の風景づくり

―川西町フレンドリープラザの開館

自治省のリーディング・プロジェクト

の支援を受け、地域間交流の活性化を目

的とした演劇ホールと図書館の複合施設

「川西町フレンドリープラザ」が、この

3月完成した。川西町は人口 l万 1千人

余、山形県の南部に位置する稲作中心の

農業地帯であり、作家の丼上ひさしさん

の生まれ故郷である。

「故郷で自分の芝居が打てる小さな小

屋があればJとの夢を抱いていた丼上さ

んを訪ねたこともあった。それから10年

という歳月が町の方々や丼上さん自身の

熱い思いを集積させ、熟成させた。丼上

さんの蔵書による「遅筆堂文庫Jの存在
もあって、発想された建物である。そこ

に建築設計を通して関われたことは私に

とっても大きな喜びである。

プラザの敷地は中心市街地となる小松

の東倶Jにあたり、隣接地には四世紀後半

の築造とされる県内唯一の前方後円墳が

ある。敷地の南倶Jには田園と、蓬か彼方

に吾妻の山々が眺望される。そんな風景

のなかに交流のための魅力的な空間を付

加することができればと、建築の発想を

進めた。

季節風の障壁となるように量感のある

演劇ホールを西側に置き、交流空間 (□

ビー )、 図書館と東に漸次的に小さくな

る空間を繋いでいる。それらを並列する

古墳に呼応させるとともに、周辺の丘陵

を想起させるような膨らみと流れを外観

に組み入れた。それはちようど、屋敷林

をもつ小さな集落にある連鎖型民家 (当

地特有の中門造り民家を中心に蔵や納屋

が繋がる民家形態)のようでもある。
ロビーには、町出身の黒沢梧郎さんの

川西町フレン ドリープラザ外観

壁画「古墳のある町のフアンタジーJが

彩りを添え、対峙する階段踊り場におか

れた土谷武さんの彫亥J「蝶」が全体を引

き締めており、心地よい緊張感を空間に

漂わせている。

風と祭と交流をイメージした緞帳原画

を採用していただいたり、道路脇に職を

掲げるなど、交流の場の雰囲気づくりの

ための私共の提案を汲み取つていただけ

たことも、特筆すべきことであろうか。

川西町フレン ドリープラザ
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彫刻家

SI‖ kOU卜 IAYAMI

速 水 史 朗
喬川県仲多度郡多度津町京町610
l EL 0877-30-3121

国 立 科 学 博 物 館 (日召和 5年 建 築 の 建 造 物 )の 内 装 工 事 一 部 完 成 に
際 し て P_]玄 関 両 サ イ ド の 石 階 段 に か こ わ れ た 空 間 へ 彫 亥Jを設
置 し た 。 立 派 な B召 和 初 期 の 石 造 建 築 の 空 間 に 程 良 く 新 し い 力 を

植 え つ け る 作 業 で あ つ た 。

目 立 ち 過 ぎ ず 、 邪 魔 に な ら ず 、 さ り と て 自 己 主 張 も 必 要 で あ る 。

こ の 館 の 守 護 神 の よ う に 階 段 両 側 を 飾 る こ と と し た 。

Space&Earth
設置場所 :

東京都上野公園内

国立科学博物館
地下 1階玄関両サイ ド
150D× 32□ 0× l□□□(mm)

黒ミカゲ石

女友達は女性にとっても男性にとつてもい もゝのです。

もつ豊かさを表現しました。

女1生の

「女友達」
設置場所 :豊橋市女1生センターロビー
24口OH× 85□ OW(mm)

この地域 (幕張本郷公民館)は、音は海辺が広がり、海風が吹き、

潮のかほりがするとてものどかな風景でした。そして、美しい

砂浜があたリー面キラキラ輝やいていました。そこで幕張の砂

を使い、かつての美 しい
｀
海の記憶

″
を定着 したく考えました。

「海の記憶」
設置場所 :千葉県
幕張本郷公民館
3m× 2m
作品の撮影者 :清水栄

※先号に3きつづき、多数の応募がこざしヽました。掲載できなかつた作品は順次掲載させていただきます。皆様ふるつてこ参加下さい。

アビアランス鮮
壁 (画 )作家
H!ROSH!MAISUHASHI

松 橋 博
東京都台東区谷中2-42
TEL 03 3821-1490

|、、  わアトリエ・モダンアート
I  SHINGO KOZUKA

I高 塚 信 吾
′
 東京都港区虎ノP53227ニ ューハイツ芝公園

'004TEL 03-5401-O151

感性豊かな美しい街づくり運動は、.市民と市が互いに尊重、信

頼から生まれ、成長 し、訪れる人に感動を与える。
｀
人と人とのあたたかい触れ合いは、美しい街から

″
をテーマ

に市役所前庭にモニュメントを制作。

「融合と発展」
設置場所 :埼玉県戸田市
4□ 00× 3000× 3000H(mm)
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第63回  !994年 7月 15日

グスト アーテイスト

坂 上 直 哉 氏
調布市西つつじケ丘2188
SAKAビル301
TEL 03 3308 8418
FAX 03 3309 0082

「一つのテーブルから考える明
日の風景」ボーダーを越えて

7月 15日、むせ返るような暑い 1日 で

した。この記録破りの初夏の夕亥」、定員

をオーバーし汗だくの会場で熱心にトー

クに参力口していただきありがとうこざい

ました。

◇

トークの準備中はパブリックアートの

考え方等について語れたらと考えていま

したが、やはり作家である以上今まで制

作した作品のそれぞれの場においての考

え方及び、制作技法をスライドを映写し

ながら説明することにしました。特にこ

の25年間行つてきたステンレスヘの様々

な表面処理技術を個々の作品を通してか

なり詳しく説明しましたが、これは絵の

世界で言えば絵具の話ばかりしたような

ものです。油絵具は15世紀の初期ヤン・

フアン・エイーク以下フランドル派の手

により当時の最先端のサイエンスをもっ

て開発されましたが、当初ステンレスで

障壁画を描きたいと思つていた私にとっ

てステンレスヘの表面処理技術はそれだ

つたように思います。表現技術はその時

代のサイエンスと思想のクロスから生ま

れます。

◇

個々の作品についての考え方を話しま

したが、主旨をまとめると次の三つにな

ると考えています。

lアートは機能しなければならない

2産業革命による社会構造の変化により

生じたアートは美術史上例外的な形式

と言える

3アートの構造は個も包含する場に存る

この三つについて少し補足すると、ア

ートは何万年もの先史からの人の営みの

なかでは主に部族や国にとつて祭ネし、儀

ネしを司る道具として倉J造され機能してき

たと考えられます。現在文化遺産として

残された多くの “物"システィナネし拝堂

天丼壁画、ルクソール神殿、茶道具、浮

世絵、など多くの “物"が、神事、作法、

遊び事など “事"のためにあったように

見えます。

2におけるアートとは歴史は包丁で切

るようには区 t7」れませんが、美術史上お

よそセザンヌからデュシヤンまでとそし

てその傘の下にいるモダンアートを指し

示します。

この時代の際立つた特徴はアーチスト

個々が自らの様式を完成するしか表現の

方法が無く……アートの発想される条件

が個人的なものに止まりそこから生まれ

る様式は社会に対して翻訳不可能なため

その個人の属する共同体とコミュニケー

ションを図れない。このように言えると

思います。

特に私達はパブリックアートを語ると

き、この一世代前のわずか60年程続いた

例外的な美術様式からコンテンポラリー

な創造を判断しすぎるように見えます。

有史以来4000年 に渡るアートの視点から

の評価が正しいとは言えませんがいくら

か歪みの少ない画像が結べそうです。

今、メディアによるコミニュケーション

の方法が革命的と言える程変化しつつあ

ります。これは都市や田園の概念もこの

ままではいられません、そこに想定され

大阪四天王寺講堂天丼壁画「映し曼陀締J

るアート風景は産業革命以前の様式から

より深い示唆を受けるような気がします

がこの点を留意しつつパブリックアートに

ついて考えて行きたいと思つております。

◇

新羽田空港至J着ロビーのアーКワーク

は作家個人の思い入れを超えて、多様な

“係わり"の中で初めて成立し、公共空

間に設置される/1ブジェとして様々な問

題をなげかけてくれました。

私のオブジエの提案を “かたち"にす

るためには何色もの絵の具がいるように

多種多様な表現技術が必要でした。新し

い技術を求めようとすると、それは今企

業の中にあり企業とのコーラボレーショ

ンが必要となります。日新製鋼グループ

のスパッタリンク、レインポー発色、特

殊エンボス、バンチング技術、日立製作

所による虹発生機の回折格子、オ八ラに

よる光学プリズム他松下電工、等様々な

企業とのコーラボレーションから作品が

姿を表しました。これはすでに作家個人

がなし得る技でなくプロデューサー、コ

ーディネーターの活躍に負うところが多

いと思います。

-11-
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新羽田ターミナルビル「虹にむかって」

しかし表現技術に比べ “事"について

はほとんど何もしていないに等 しいと言

えます。翼が「虹にむかつて」そして

「虹にそまつて」還つて来るその間に詩、

物語、虹の音、等音や光の作家との発想

の共有について語り合いましたがどれも

実現せずに今に至つています。設計の速

い段階でここで得られたストーリーなり

脚本なりが建築空間に少しでもフィード

バックできるシステムがあればとおもい

ます。

公共空間に置かれたオブジェは設置し

て終わりでなく、その場を豊かにしつつ

人々と生き続けなければ意味を持ちませ

ん。羽田の二つの翼たちも本当の命を吹

き込めるのはこれからだと考えています。

◇

aacaの新しさはボーダーを超えた
人々の集まりだからです。調査研究委員

の一人として更にaacaの枠にこだわら
ず、時代の担い手をグストにパブリック

アートについて活発なトークが出来たら

と考えています。

最後に事業委員会、事務局」調査研究

委員の皆様暑いなか有難うこざいました。

― 一 ― ― ― ―
じ づ .こ

第64回  1994年 9月 16日

造形作家

伊 部 京 子 氏
lllシ オン社長

向日市寺戸町東ノ段910
TEL 075日 338926
FAX 075 933 8928

BC2世 紀頃に中国でつくられるよう
になった紙の製法が造紙法として日本に

伝えられたのは 7世紀はじめであつた。

その後急速に日本各地に普及し、独特の

日本式改良が加えられ、 9世紀はじめに
は、今日の流し漉きの原型が完成した様

である。

中国語の造紙は英語では pape「

makingに該当する。漉はろくとも読
まれ、その他にすくに当てはまる漢字に

は、硫、鋤、透く、掬く、抄くなどがあ

る。日本式改良がなされる中で造紙は、

紙漉きとよばれるようになつていつた。

すくはいずれもが、時間と時間に問合い

があるか、ものとものの間かくにかかわ

つた言葉であり、通底する意味合いを持

つている。時あたかも平安時代、貴族文

化華やかなりし頃である。唐風の消化に

より日本風の文化がはじめて花開いた担

い手の一つが和紙であつたとわたしは思

う。源氏物語や枕草子には和紙にまつわ

る様々な記述が残されている。貴族たち

はクライアントとして、またパトロンと

して、様々な高級な要求をすることによ

り紙漉きを育てていった様である。利紙

についての見識や趣味の良さは、教養を

誇示する有力な手段であつたともいえよ

う。屏風やふすま障子が責族の住宅に流

行したのもこの時代であつた。これは薄

くて丈夫な紙をつくれる流し漉きの開発

によりはじめて可能になつたことである。

貴族の要求水準の高さと正人たちの心意

気が技術改良を可能にし、その新技術が

新用途を生み出した訳である。

紙つくりに不可欠で最も重要なファク

ターは水である。紙つくりとは、人が本

の繊維を水を媒介にしてシートヘ換えて

ゆくプロセスを云う。人の力=エネルギ

ーはいつも水を介在させて繊維へと伝え

られ、最終水と縁が切れて乾燥された時

にはじめて本は紙と化する。わたし/― Nい

つまでもこだわり続けるのはこのプロセ

スである。紙は漉いてつくるもの。この

漉という行為を、例えば描くとか彫ると

かの行為と全く同じ意味合いで芸術表現

の手段として作品を生み出そうと試み続

けている。

ゲスト

「虹にそまってJ

トーク風景

― 記 ―
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屏風「コスモシリーズJより 93 「朱夏」92仙台141ビル

「オーロラオーキツドフアンタジーJ.91花博 咲くやこのはな館
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(社 )日本建築美術工芸協会第 6回

設立記念会

+第 4回協会賞表彰式並びに懇親
交流会

日日寺:1994年 12月 7日帽)

午後 5時 30分～午後 8時

場所 i建築開館 l階ホール

(東京都港区芝5丁目26番 20号建築会館)

〇会場は、午後 5時

総合司会  事業委員長 (倉本真弘 )
◎協会設立記念会  午後 5時 30分より
○挨  拶
会 長  声原義信

○会勢報告

会員増強委員長  古畠誠一
〇来賓こ挨拶

文化庁長宮  遠山敦子 殿
◎日本建築美術工芸協会賞受賞式

午後 6時より

〇賞選考に当たつて

挨拶  賞選考委員長 内丼昭蔵
〇賞の授与 (表彰 )

〇受賞者挨拶・記念写真

☆休憩 (会場準備のため )

午後 6時 30分～ ドリンクサービス

◎懇親・交流会   午後 6時45分より
○開会挨拶

○アトラクション (予定 )

午後 6時50分～ 7時20分

乾  杯
閉会宣言

散  会        午後 8時

第 l回～第 3回の (社 )日本建築美

術工芸協会賞は以下の通りです。

(人名等敬称略)

●第 l回 (1991年度 )

表彰式1991年 11月 22日 lel建築会館木―ル

(社)日本建築美術工芸協会賞

東京都多摩動物公園昆虫生態園昆虫ホール

(東京都日野市程久久保7卜 1)

(大理石モザイク壁画、アナモルフォーシス)

受賞者 :株式会社 日本設計 十上 哲男
(社)日本建築美術工芸協会特別賞

兼六園周辺文化ゾーン

(石川県金沢市広坂～出羽町)

受賞者 :石川県知事 中西 陽―
奏第 2回 (1992年度 )

表彰式1992年 11月 20日 lel建築会館木―ル

(社)日本建築美術工芸協会賞

(2点 )

l能登島カルチャーパーク

受賞者 :石川県知事 中西 陽一
仰毛綱毅蹟建築事務所

l北御牧村芸術むら公園結いの高欄道

受賞者 :長野県北御牧村町 小山 治
保科豊巳・ベルグ環境設計

難第 3回 (1993年度 )

表彰式1993年 12月 22日因建築会館木―ル

(社)日本建築美術工芸協会賞

(2点 )

1鹿児島市 みなと大通り公園公園モニ
ュメント(悠雄)並びに一連の彫亥」作品

受賞者 :速水史朗

1∨ |la Cyp「 ess‖

受賞者 :木村誠之助

建畠覚造展のお知らせ

1994年 10月 3日 0～ ll月 ll日 0
amll:00～ pm7:00(日 祭休廊)

NO日 IE GALL巨 日Y
東京都中央区銀座l-16-6 鈴常ビル3F
T巨 L・ FAX 03-3532-0604

aaca講演会のお知らせ

「公共空間とアート」

講師 iM「sジョーン。モンデール

(モンデール米国大使夫人)

轍 誦議会

公共空閲とフ臨ト
議師 M「s,ジョ■ン0モンデーJレに力,米国大はカ

10月 28日 (金 )午後5時
建 築 会 館 1階ホーlレ

時
所
日
場

-14-
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三木 経一郎
的トーヨコ理研 技術管理本部
〒l□2東京都千代田区三番町87
第2脚和ビル
TEL 03 3221 3320
FAX 03 3221-3322

今年が第 l回目の∧∧CA'94サ マー

フェスティバルが、まだ残暑厳しき建築

会館で 8月 26日 0、 約200人の参加で開

催されました。

四国徳島の夏の一大イベントである阿

波踊りと、情熱の国イタリアのカンツォ

ーネ。この一見不自然な東西異文化融合

のジョイント・パフォーマンスを実現で

きるのがAACAと の企画方針が事業委
員会で決定され、徳島本場の阿波踊り

「にわか連Jよ りも、にわか作 りの
「AACA連 Jでありましたが、さすが
A∧ CA、 ぶつつけ本番にしては買禄十

分の声原会長をはじめ、∧∧C∧会員及

び台湾より飛び入り参加の建築家他参加

者全員の一人一人が個性を発揮した踊り

で会場を圧倒、全員踊る阿果に見る阿果、

平素はや 固ゝい雰囲気の建築会館もこの

日ばかりは、猛暑を吹き飛ばす賑わいで

した。

汗と熱気の休憩の一時、仙台在住の建

築家吉田イサム会員がプロ顔負けの白い

タキシード姿でのカンツ/1-ネに阿波踊

り姿の参力日者一同、うつとりとそのテノ

ールの美声に聞きほれました。∧∧C∧

らしく芦原会長より即席阿波踊り団扇の

花束が贈呈されました。

当日の模様は 8月 30日関の建設通信に

芦原会長の衣裳姿の写真と、「∧ACA
は文武両道」とのこ挨拶が紹介されまし

た。

今回の初のイベントの企画に当り、適

切なアドバイスを戴いた、徳島出身の玉

見広報委員長及び裏方でこ苦労をおかけ

した、吉田夫人と事務局の皆様に事業委

員一同、厚くお礼申し上げます。

最後に徳島弁で「来年も踊らんでか

い」。

れ 、

発行 :驚異日本建築美術工芸協会

Pllone D3-3457-7998

Fax  03-3457-1598
〒108  東京都港区芝526-20

建築会館6F

振替 :東京 1365085

編集 :(社 )日本建築美術工芸協会広報委員会

広報担当理事初,澤孝彦

玉見 満 (委員長)、 大多了介、北村孝昭
坂上みつ子、崎山小夜子、高部多恵子

冨田俊男

制作協力 :いSP建材エージェンシー
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Art a Technology
ARCH!TECTURAL METALS人と空間とのコミュニケーション。

(田島〉は、創業以来75有余年。

建築の内外空間に、建材のみならず、

モニュメントやレリーフなど金属製品を造りつづけています。

その永い伝統をふまえた価値ある技術は

金属アー贈 ラフトの分野にも生かされています。

①八尾市平和モニュメント「光の道じるべ」作者 :山本成男

②横浜人形の家

◎福岡ダイヤモンドビルモニュメント   作者:齢オーケストラ・三菱地所欄
④アジア太平洋諸国友好平和モニュメント 作者:沖縄県・設計同人GAN

茎裏田 島 順 三 製 作 所
本 社 〒 100東京都千代田区永田町2-143赤坂東急ビル ● (D3)358卜 6296

0東京(03)358162910大 阪(06)2034151● 仙台(022)22558440横浜(045)2123281● 名古屋(052)5715231● 福岡 (092)771フ 461● 四国 (0878)6235410デ ザイン部(03)56890878
●特販事業部(03)32609021● 海外部(03)35800021● 大阪南港ショールーム(06)61552460海 外事業所 :ロサンセルス タイベイ ホンコン‐シンガポール クアラルンプール マニラ ツウル




